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4面●サークル活動（ヤギ研）／絆
5面●宮城大学大学院研究科の魅力
6面●�学び（地域フィールドワーク）／コラム

7面●健康支援室からのメッセージ
8面●�教員からの一言／後援会からのお知らせ／

大学からのお知らせ／編集後記

　

令
和
2
年
11
月
23
日

（
祝
・
月
）に
オ
ン
ラ
イ
ン
会

員
交
流
イ
ベ
ン
ト
Ｍ
Ｙ
Ｕ
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
デ
イ
～
ａ
ｔ　

ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
～
を
開
催
し
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
で
中
止

と
な
っ
た
、
大
和
・
太
白
の

両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
る

「
Ｍ
Ｙ
Ｕ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
デ

イ
」に
代
わ
る
事
業
と
し
て

企
画
し
、
宮
城
大
学
・
先
生

方
の
ご
協
力
の
も
と
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
当
日
は
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ラ
イ
ブ
配
信
で
81
名
が
視
聴
さ
れ
ま
し

た（
視
聴
回
数
2
7
5
回
2
/
5
時
点
）。
後
援
会
会

長
挨
拶
に
続
き
、
川
上
学
長
よ
り
7
月
完
成
の
デ
ザ

イ
ン
研
究
棟
の
紹
介
、
学
生
が
安
心
し
て
授
業
を
受

け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
後
期
に
お
い
て
は
対
面
と
遠

隔
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
て
実
施
し
て
い
る
旨
の

ご
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。
第
一
部
で
は
、
大
学
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
遠
隔
授
業
や
学

生
生
活
に
つ
い
て
の
報
告
、

続
い
て
各
学
群
の
先
生
方

よ
り
対
面
授
業
再
開
後
の

様
子
や
学
生
た
ち
へ
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
就

職
状
況
な
ど
具
体
的
な
数

字
を
含
め
詳
し
く
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
事
前

に
頂
い
た
質
問
に
も
時

間
の
許
す
限
り
お
答
え

頂
き
ま
し
た
。
就
職
活
動

に
つ
い
て
は
、
遠
隔
普
及

の
影
響
で
今
後
リ
モ
ー

ト
で
の
Ｐ
Ｒ
ス
キ
ル
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
こ

と
、
首
都
圏
の
企
業
と
の

距
離
の
壁
が
低
く
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
地
方

の
大
学
に
と
っ
て
良
い

傾
向
も
あ
る
な
ど
の
実

情
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
事
業
構
想
学
群
長
の
中
田
先
生
に

よ
る
模
擬
講
義「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
の
黎
明
」

を
学
生
た
ち
が
受
講
し
て
い
る
様
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

体
験
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
特
徴
で
も
あ
る
視

覚
的
・
聴
覚
的
に
集
中
す
る
こ
と
が
出
来
る
為
、
対

面
授
業
と
同
様
の
理
解
度
が
あ
る
こ
と
を
実
感
で
き

ま
し
た
。
反
面
、
先
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

不
足
や
学
生
同
士
の
意
見
交

換
の
場
が
少
な
い
こ
と
で
、

学
生
た
ち
は
大
変
な
努
力
を

さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。
早
期
に

コ
ロ
ナ
が
終
息
す
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
す
。

　

開
催
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
は「
音
声
の
問
題
」な
ど

の
ご
指
摘
は
あ
っ
た
も
の

の「
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
さ
れ
て
保
護

者
と
し
て
安
心
し
ま
し
た
」

「
入
学
し
て
半
年
過
ぎ
た
が

こ
の
企
画
で
大
学
で
の
生

活
が
理
解
で
き
た
」「
保
護

者
と
大
学
の
繋
が
り
が
無

か
っ
た
の
で
こ
の
よ
う
な

機
会
を
頂
き
良
か
っ
た
」な

ど
全
体
的
に「
良
か
っ
た
」

と
の
声
を
多
く
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
、
遠
方
で
も
視

聴
が
可
能
で
参
加
し
や
す

い
こ
と
か
ら
今
後
も
こ
の

よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
等
で

の
企
画
を
望
む
声
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私
自
身
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
学
の
現

状
や
学
生
た
ち
の
様
子
、

就
職
状
況
な
ど
の「
今
」を

知
る
こ
と
で
少
し
不
安
が

解
消
さ
れ
ま
し
た
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
は
現
在

も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
、
多
く
の
方
に
視
聴

し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
大
学・学
生・就
職
の

「
今
」を
知
る

オ
ン
ラ
イ
ン
会
員
交
流
イ
ベ
ン
ト
Ｍ
Ｙ
Ｕ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
デ
イ 

～
ａ
ｔ 

ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
～

後
援
会
副
会
長
　
小
林
　
英
樹

▲感染防止対策について説明する食産業学群
　井上教授

▲看護学群の後期授業・実習の様子を説明する
　菅原教授

▲就職状況を説明する事業構想学群
　内田教授

▲大学の状況について説明する
　武田副学長

▲川上学長のあいさつ ▲関会長のあいさつ

▲模擬講義を配信中の中田教授



　　

昨
年
11
月
に
、
留
学
生（
新
入
生
）歓
迎
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
た
に
宮
城
大
学

に
入
学
さ
れ
た
留
学
生
に
対
し
て
、
大
学
全
体
と
し
て
歓
迎
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、

大
学
生
活
に
お
け
る
留
学
生
同
士
の
交
流
を
深
め
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
例
年

で
あ
れ
ば
、
大
学
生
活
に
慣
れ
て
き
た
5
月
頃
に
、「
留
学
生
ウ
ェ
ル
カ
ム
ラ
ン
チ
」

と
称
し
て
、
学
長
や
理
事
ら
と
会
食
を
し
な
が
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
に
延
期
し
、
後
期
に
対
面
授
業
が
開
始
さ
れ
た
後
に
、
社
会
的
な
距
離
を
保

ち
つ
つ
実
施
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
、中
国
，ベ
ト
ナ
ム
，モ
ン
ゴ
ル
出
身
の
6
名
の
留
学
生
が
入
学
し
ま
し
た
。

前
期
は
遠
隔
授
業
で
あ
っ
た
た
め
に
、
留
学
生
同
士
は
も
ち
ろ
ん
、
出
席
し
た
学
長
、

理
事
、
国
際
交
流
・
留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
関
係
教
職
員
と
も
初
顔
合
わ
せ
と
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
参
加
者
全
員
で
自
己
紹
介
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
い
立
ち
や
こ
れ

ま
で
の
多
文
化
体
験
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
歓
談
し
ま
し
た
。
学
長
へ
の

質
問
コ
ー
ナ
ー
の
中
で
は
、「
何
を
学
ぶ
べ
き
か
」「
宮
城
大
学
の
強
み
は
何
か
」な
ど
、

今
後
の
学
び
や
将
来
を
見
据
え
た
鋭
い
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。

　

宮
城
大
学
で
は
、
現
在
約
30
名
の
留
学
生
が
勉
強
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
で
授
業

を
受
け
、
レ
ポ
ー
ト
を
書
き
、
期
末
試
験
を
受
け
て
い
ま
す
。
当
た
り
前
の
よ
う
に

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
裏
に

は
、
計
り
知
れ
な
い
努
力
や
苦
労
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
母
国
を
離
れ
、
日
本

で
勉
強
す
る
留
学
生
か
ら
は
、
学
ぶ
こ

と
に
対
す
る
強
い
決
意
も
感
じ
ら
れ
ま

す
。
日
本
人
学
生
も
、
留
学
生
と
一
緒

に
学
ぶ
こ
と
で
、
何
か
し
ら
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
の
一
端
を
日
々
感
じ
と
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
宮
城
大

学
が
真
の
意
味
に
お
い
て「
母
校
」と
な

れ
る
よ
う
、
今
後
と
も
親
身
に
な
っ
て

応
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
・
留
学
生
セ
ン
タ
ー
長　

川
島 

滋
和

国
際
交
流
・
留
学
生
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト

　
母
国
を
離
れ
、
日
本
で
勉
強
す
る
留
学
生
を
歓
迎

歓迎 chào mừng 欢迎 тавтай морилно уу 歓迎 chào mừng 欢迎 тавтай морилно уу 歓迎 chào mừng 欢迎

歓迎 chào mừng 欢迎 тавтай морилно уу 歓迎 chào mừng 欢迎 тавтай морилно уу 歓迎 chào mừng 欢迎

▲学長を囲み、少し緊張気味な留学生（前列）
　※写真撮影のため、一時的にマスクを外しています。

オンライン会員交流イベント MYUサポーターズデイ～ at home～
アンケート結果
視聴された方から寄せられたアンケート結果と、ご感想ご要望です。（視聴できなかった方からの回答はなし）
ご感想ご要望については、回答の中から一部を掲載しております。今後も後援会では大学と相互の理解を深め、会員の
皆様へお知らせできる場を設けていきたいと考えております。

アンケート回答者（22名）
（会員分布）

オンライン会員交流イベント
いかがでしたか

事業構想学群（部）
9
41％

看護学群（部）
5
23％

食産業学群（部）
8
36％ 0

5

10

15

20

25

卒業後の
進路状況

21
18

10 9

4 3
0

学群の
情報

教員への
相談会

学業・成績
について

その他キャンパス
見学

模擬講義や
会員向けセミナー

オンライン交流イベントや例年開催しているMYUサ
ポーターズデイに、どのような内容を希望しますか

（複数回答可）

　　 出席日数や成績については、
親にも通知が来るのでしょうか。

　　 成績につきましては、年 1回、
保証人に対して郵送しております。

Ｑ1Ｑ1

Ａ1Ａ1

　　 大学では、長期や短期で留学するプログラムがあると思いますが、現時点での留学するに
あたっての方針や令和３年度の見通しなど、どのようになっていますか？

　　 学生の安全を最優先に考えます。外務省・海外安全情報
（https://www.anzen.mofa.go.jp/riskmap/）の「危険情報」または「感染症危険情報」が
レベル 2（「不要不急の渡航は止めてください」）以上の場合には基本的に中止とします。令和２
年度は、アメリカ、フィンランド、オーストラリアで実施予定であった全ての長期海外派遣プ
ログラムを中止としました。短期の「リアル・アジア」（マレーシア、オーストラリア）も上記
と同じ理由で止む無く中止を決定しました。
　令和３年度は見通しが難しい状況ですので、計画を立てて準備を行い、現地での情報収集を
行いながら、安全を確認して実施するかを見極めます。

Ｑ2Ｑ2

Ａ2Ａ2

オンライン会員交流イベントでお伝えできなかった質問の回答

コロナによるこれからの研究室選択や進路について学生の不安は、どのように

ケアしてくださっているのか？より手厚いサポートをお願いしたいと思います。

進路についての説明もあり、今年度の実際の数字がわか

り良かったのと同時に大学院についても力を入れていき

たい！とのお話でしたので、大学院についてもより詳し

い説明を早い段階から、学生・保護者にしていただけた

らより、選択の幅がひろがるのではないか？と思います。

遠方のため、大学の様子

を知りうる機会を作って

いただき助かります。

構内に入ったことも、先生方
にお会いしたこともなかった
ので、今回の企画で学校の雰
囲気がわかりました。

初めて、子供以外からの学校の

様子を聞くことができ、コロナ

ウイルス対策なども知り、安心

しました。

ホームページの説明文では読み

取れない特色が、学部ごとに、先

生方の説明で感じ取ることが出

来た。

オンライン会員交流イベントの感想オンライン会員交流イベントの感想 大学・後援会への要望大学・後援会への要望

授業の様子など普段では
絶対見られない物が見ら
れてとても良かったです。

模擬講義も、可能性を感じ

る内容で面白かったです。

ありがとうございました。

YouTube 配信で 2 部まで気軽に参加「見る事」出来たので大変よい体験できました。

コロナで全ての行事が出来ず、

大学に入学したのは良かったけ

ど、わからないまま半年過ぎて

いた。しかし、この交流会で大

学での生活が理解出来た。

模擬講義は面白かった。就職状況

を見て価値創造デザイン学類の低

さに少し焦った。入学式も何も全

部中止だったので、今回このよう

な催しがあって良かった。

自宅に居ながらにして視聴出来る

ので良かったが所々音声が聞き取

りにくい部分があった。

在学してる娘は４年生なので最後の参加となり

ました。キャンパスツアーを楽しみにしていた

為、新デザイン棟を見学できなかった事が心残

りです。これからも大学と保護者のかけはしと

なるべくご尽力下さい。

ありがとうございました。

学食の充実（朝昼夜）

平常時では気にはしてい
ませんでしたがこのコロ
ナ禍での宮城大学 HP の活
用の充実

（離れて暮らす子供の学生
生活が伝わりにくい）

これからもきめ細かい

対応を宜しくお願いし

ます。

サークルの 3 学群

合同の活動！＋交

通費がかかりすぎ

るのでスクールバ

ス利用可能にする。

運動部の学連に加

盟すれば、大学のア

ピールにも繋がる。

大学内の学習風景
などキャンパスラ
イフの動画配信を
お願いします。

普通
2
9％

良い
20
91％

●実際の学生が受講しているところを見せていただくのは、コロナ禍で
帰省できていない学生の保護者にするとありがたいと思います。

●学年ごとの講義の取り組み内容など。
●研究室の紹介。

具体的な
提案

大学側としての感染対策と、学生への

周知が徹底していて、コロナへの不安

が半減できました。
大学におけるコロナ対策などご説明い

ただき、大変素晴らしいと感じました。

宮城大学　留学プログラム
北米・東南アジア・オセアニア・北欧など10箇所以上の大学との間で交流協定を締結しています。
グローバルコミュニケーション能力の向上や文化・習慣、専門分野で知見を深めことができるよう、語学教育
支援・留学相談など、国際交流・留学生センターが全力でサポートしています！

国際交流・留学生センターは、多くの学生が参加したくなるような短期派遣プログラムを拡充していきます。「可愛い子には旅をさせ
よ」の精神です。多様な価値観や異なる社会を知ることが初めの一歩です。学びに対する意欲を高め、本格的な留学である長期派遣 
プログラムへと導いていきます。これまで協定校へ留学した学生の報告書を掲載しております。ぜひご覧ください。
https://www.myu.ac.jp/international/

短期派遣プログラム（リアル・アジア） 長期派遣プログラム
（宮城大学アンバサダープログラム）

短期派遣プログラムの特徴：
協定校大学などにおいて、英語研修・多文化交流に参
加するほか、PBL（問題解決型学習）の手法も活用しな
がら現地の「今」をリアルに体験します。ベトナムでは
現地の大学生と交流し、オーストラリアではホームス
テイを通じて生活習慣や文化の違いを直に体験します。

派遣先：
これまで多くの学生をベトナムに派遣してきました。数年
前からはオーストラリアへの派遣も開始しました。今後は、
マレーシアやインドネシアでも始める予定です。

期　間：概ね2週間

必要な語学力：★☆☆☆☆
（コミュニケーション意欲さえ持っていれば、語学力
は不要。カタコト英語でもコミュニケーションが取れ
ると嬉しいものです。マレー語やベトナム語を学ぶの
も良し！）

長期派遣プログラムの特徴：
現地の学生と同じように講義やテストを受け、単位も
取得する本格的な留学です。専門分野に関する講義を
受けることもできます。

派遣先：
協定校（フィンランド、米国、オーストラリア）に、３
～５名程度派遣しています。
＜派遣実績のある大学＞
・トゥルク応用科学大学（フィンランド）
・タンペレ応用科学大学（フィンランド）
・アーカンソー大学フォートスミス校（米国）

期　間：1学期もしくは１年程度

必要な語学力：★★★★☆
（留学するために支障のない語学力が必要。協定校ご
とに語学力の要件は異なる）

JASSO（独立行政法人日本学生支援機構）の海外留学支援
制度（協定派遣）の対象です。



宮城大学大学院研究科の魅力

　「看護はサイエンス（科学）に基づいたアート（技）である」。
故日野原重明先生が私の大学在学中によく話してくれた言葉
です。「サイエンスは疾病を治癒（cure）させる役割を担って
いるが、アートは患者や家族のケアに取り組む。サイエンス
は生物学的な方法で疾病に対応するが、アートは心理学的な
あるいは行動科学的な面から病人に立ち向かっていく」1)とも
述べています。
　“研究”というと「サイエンス」のイメージがあると思います
が、看護学においては「サイエンス」はもちろん「アート」につ
いても研究します。しかし、「アート」は抽象的です。患者や
家族にどのようなケアを提供するといいのか、患者の思いに
寄り添うためにどのようにかかわっていくのか、行動変容を
促すための効果的な看護ケアとはなにか…。目に見えにくく、

技として脈々と受け継がれてきたこの「アート」を目に見える
形で理論化し、多くの看護師がよりよいケアを患者・家族に
提供できるようにすることが必要であり、これを探究するこ
とも看護研究であると私はとらえています。
　看護実践の場には、まだまだ多くの「サイエンス」と「アー
ト」、そして課題があります。本学看護学研究科では、この
現象に迫り、よりよい看護実践を現場に還元・貢献できる仲
間を増やしたいと願っています。関心を持ってくださった方、
ぜひ一緒に探究しましょう！

1)　日野原重明：医学・看護におけるサイエンスとアート
http://arch.luke.ac.jp/dspace/bitstream/10285/132/1/20010302160709274528001.pdf

（2021.1.5閲覧）

　平成29年4月に改組された学群構成に対応するため、令和3
年度よりビジネスデザイン・ソーシャルデザイン・空間デザ
イン・情報デザインの4領域からなる新カリキュラムが始ま
ります。「事業構想学」とは、事業の着想・計画・実現・運営
を研究対象とする学際的・総合的な分野であり、この事業の
着想から運営にいたる一連の過程が「事業構想」といえます。
しかし、これには多くの知識や技術が相互・密接に関わって
おり、かつその知識や技術も日々進化し続けています。現状
これからの時代を見据えた先進的かつ革新的な教育プログラ
ムが必要不可欠となっており、本学の研究科ではこの点を深
く学ぶことができます。
　具体的には、新しいビジネス価値の創造と実現可能性を普
遍的な知識と高度な分析手法からデザインする「ビジネスデ

ザイン領域」、地域に点在する資源や知恵の創発によって地
域社会の新たな価値をデザインする「ソーシャルデザイン領
域」、持続可能な地域計画や施設計画、社会イノベーション
を起こすものづくり・場づくりを目指す「空間デザイン領域」、
知的かつ高度な情報技術を駆使した情報システムにより、情
報表現やインタラクション手法、感性評価手法といった新た
な情報メディアデザインを担う「情報デザイン領域」が設置さ
れており、それぞれ特長的な教育・研究活動が展開されます。
　研究科では、上記各領域での学修によって学群での学びを
発展・深化させ、第一線で活躍することができる研究者の育
成および高度職業人の養成を目指しています。そして、研究
科所属教員はこの目標に向けてより一層教育・研究活動に邁
進していきたいと考えています。

　「食べること」は、生きるためにとても重要、そしてそれは
暮らしの中の大きな楽しみであり、喜びでもあります。
　宮城大学大学院食産業学研究科では、食に関わるさまざま
な事がらを幅広く学ぶ食産業学群の特色の上に立ち、食材生
産から食品の流通、消費、廃棄までの一連の流れ、さらに栄
養・健康、食生活や食文化など、食に関わるあらゆる要素を
包括し、有機的な関連性をもつ一つのシステムとして捉え、
多角的に探究しています。食産業も他の産業と同じく、社会
情勢の影響を強く受けます。最近の天災や疫病禍によっても、
食産業が直ちに対応しなければならない新たな課題が浮き彫
りになってきました。そこには、経済・経営上の問題、社
会制度、技術革新の必要性、さらには安全・安心やおいしさ
等の人々の心や感覚に関わる要素までもが含まれてきます。

食産業学研究科では、食の専門家としての高度な知識や技術
を身につけた上で、こうした食産業の複雑な事情に個別に効
果的に応えられるよう、学びの場を整えています。これまで
に多くの社会人がここで学び、学位を得た後に職場に戻って
より発展的に活躍していることも誇れる特徴の一つです。学
群・学部からの進学者と社会人学生が、それぞれの立場や経
歴を尊重しつつ、相互に教え合い、学び合っている姿を見か
けることもよくあります。
　「食べること」、それは私たちが生きていく上で最も基本的
なこと。この「食べること」を支える食産業を食産業学研究科
で究め、食の未来を一緒に開拓していきましょう。

大学卒業後の進路の一つとして大学院があります。大学で学んだ知識をより探究することへの「魅力」を研究科の 
先生が教えてくださいました。大学のウェブサイトとあわせてご覧ください。https://www.myu.ac.jp/academics/

― サイエンスとアートを探究する看護研究 ―

事業構想学研究科新カリキュラム始動！

食の未来を開拓しませんか

　ヤギ研は、食産業学群1、2年生で活動しています。
活動内容は、学内で飼育しているヤギの餌やりやヤギ
舎の掃除です。おいしそうに餌を食べるヤギの姿はと
てもかわいらしく、癒やされます。現在飼育している
のは、ソラ（8歳）です。昨年度までは、サクラ（享年11歳）、
12月まではコウメ（享年12歳）も一緒に暮らしていまし
たが、残念ながら、亡くなってしまいました。今年度は、
開催できなかった学祭やオープンキャンパスではヤギ
の繋牧をし、学内外の方との交流を楽しんできました。

　新型コロナウイルス感染症の
流行は、私たちの活動にも大
きな影響を与えました。4月に
はサークル活動の自粛が求めら
れ、ヤギ研の活動も中止せざる
をえませんでした。夏には、サー
クル活動の再開がオンラインと
することで認められるようにな
りましたが、ヤギ研は活動の性
質上、対面での活動が必要でし

た。そのため、何度も先生方と、どうすれば活動によ
るリスクを減らしていけるかを話し合い、活動条件や
感染予防策を定めました。コロナ禍でも、1年生6名が
加入し、12名で活動を再開することができました。現
在まで、ヤギ研の活動による新型コロナウイルスへの
感染は起きていません。今後も、協力し、より良いサー
クル活動を目指していきたいです。
　最後になりますが、様々な条件や制約の中で活動に
協力してくれているメンバー、そして、活動中止期間
中には一人
で世話をし
てくれた顧
問の大竹先
生、ありが
とうござい
ました。

「
学
生
の
う
ち
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
し
て
下

さ
い
。」卒
業
が
近
づ
く
と
、
こ
の
言
葉
を
よ
く

聞
く
よ
う
に
な
り
、
こ
の
意
味
に
つ
い
て
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
生
と
い
え
ば
、

人
生
に
お
い
て
自
由
な
時
間
が
一
番
多
い
時
期

と
聞
き
ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
の
挑
戦
を
い
っ

ぱ
い
し
よ
う
、
そ
う
意
気
込
ん
で
迎
え
た
私
の

大
学
生
活
も
思
い
返
せ
ば
多
く
の
時
間
を
何
と

な
く
過
ご
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
学

生
生
活
を
通
し
て
多
く
の
人
と
出
会
い
、
様
々

な
価
値
観
に
触
れ
、
今
ま
で
は
素
通
り
し
て
き

た
言
葉
や
行
動
の
意
味
を
考
え
る
時
間
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
こ
の
考
え
る
時

間
を
持
つ
こ
と
が
大
学
生
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た

こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
抽
象
的
で
す
が
、

よ
く
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
視
野
が
広

が
り
、
人
を
良

く
見
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

人
か
ら
学
ぶ
こ

と
は
と
て
も
多

く
あ
り
ま
し

た
。
社
会
人
に

な
っ
て
も
よ
く

考
え
る
人
で
あ

り
た
い
と
思
い

ま
す
。

卒
業
ま
で
、

残
す
と
こ
ろ
わ

ず
か
と
な
り
ま

し
た
。
宮
城
大

学
に
入
学
し
て

4
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い

る
と
思
う
と
、

時
の
流
れ
の
速

さ
を
感
じ
ま

す
。
昨
年
か
ら
、

大
き
な
社
会
・
環
境
の
変
化
が
あ
り
戸
惑
い
な

が
ら
も
、
先
生
方
や
仲
間
、
大
学
職
員
の
方
々

に
支
え
ら
れ
、
な
ん
と
か
無
事
に
大
学
生
活
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
で
感
じ
た
こ
と
は
、
支
え

て
く
れ
る
人
の
大
切
さ
で
す
。
家
族
や
友
達
、

そ
う
い
っ
た
繋
が
り
が
特
に
こ
の
よ
う
な
状

況
で
は
、
必
要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

本
当
に
周
り
の
方
に
支
え
ら
れ
、
成
長
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
昨
年
は
多
く
の
こ
と
が
制
限
さ

れ
、
大
学
生
も
例
外
で
な
く
、
と
て
も
窮
屈
な

思
い
を
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
4
月
か

ら
看
護
師
と
し
て
現
場
に
立
つ
身
と
し
て
、
前

を
向
き
、
心
を
燃
や
し
て
励
も
う
と
思
い
ま

す
。

在
校
生
、
卒
業
生
、
教
職
員
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
宮
城
大
学
に
関
わ
っ
て

い
る
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
思
い
で
つ
な
ぐ「
絆
」。
今
回
は
卒
業
間
近
の
4
年
生
の
お

二
人
が
、
学
生
生
活
を
振
り
返
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
学
生
の
う
ち
し
か
で
き
な
い
こ
と
」

事
業
構
想
学
群 

事
業
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
学
類
4
年

佐
藤　

風
希

「
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
。

「
支
え
て
も
ら
っ
た
自
分
は
支
え
る
人
に
」

看
護
学
群
4
年　

八
巻　

理
央

No.25

▲大嶋教授とゼミの一期生である4年生
　（後列の右端が佐藤さん）

▲娘すずめ。サークルの衣装の八巻さん

「コロナ禍のヤギ研」サークル活動

ヤギ研　代表　食産業学群2年　山田　桃子

▲ヤギ研のメンバー▲大切に育てられている「ヤギ」

宮城大学大学院看護学研究科　副研究科長　大熊恵子

宮城大学大学院事業構想学研究科　准教授　石内鉄平

宮城大学大学院食産業学研究科　副研究科長　笠原紳

※写真撮影のため、一時的にマスクを外しています。



コロナ禍の影響で長いこと自粛生活を強いられ、精神的に相当
参っている人が多いと聞く。私も例外に漏れず、元々友人が少なく
1人時間を過ごすことが多かった私は益々自宅に篭もるようになり、
厭世観に浸る日々を過ごしていた。メンタルヘルスに良いはずもな
く、部屋で少しでも快適な時間を過ごそうと思い立った私が目をつ
けたのは日本酒である。このように書くと寂しさのあまり酒に溺れ
てしまったと誤解を招きそうだが、決してそういうことではない。
元々興味のあった日本酒（の飲み方）に少しばかり凝ってみたという
程度の話である。

日本有数の米処である宮城県の地酒が美味しいことは世間にもよ
く知られているが、スーパー等で日本酒が陳列されている棚をよく
見てみると、県内の酒蔵が様々な種類の日本酒を製造していること
に改めて気づく。これまでメーカーや種類に特別な拘りは持ってい
なかったにも関わらず、「やっぱり宮城の地酒はひと味違うわ」等と
さも分かったようなことを言ってきたが、実際に飲み比べてみると
実にどれも個性的である。1人でゆっくり、じっくり味わうことで得
た確信であった。「せっかくなので」と酒器にも凝りだした私が飾り
棚から取り出したのは、故郷沖縄県のやちむん（焼物）である。本来
は沖縄の酒である泡盛を入れるために使われるものだが、やちむん
の個性的な意匠を愛でながら日本酒を飲むとまた別の味わいがあっ

て大変良い。普段は交流の機会が少ない沖縄と宮城の意外な親和性
の発見であった。

コロナ禍の影響で1人時間を過ごす方法を考え、そして実践する過
程で思いがけない新たな確信や気づきを得ることができた。コロナ
ウイルスは忌み嫌うべきものであることに変わりはないし、正当化
するつもりも毛頭ないが、行動が制約された日常において何ができ
るのか、そして何を楽しむことができるのかを、これまで意識して
いなかった色々な角度から考えるきっかけとなった。要するに、苦
難における発想の転換の必要性を認識したということである。

とは言え、お酒はやはり友人と楽しみたいものである。コロナ禍
が収束した暁にはぜひとも祝杯を挙げたいところだが、友人なんて
そう簡単にできるはずもなく、相手のある話なので1人では如何とも
し難い。今から要らぬ心配をしているところである。

■ プロフィール ■

仲
なか

宗
そ ね

根　卓
すぐる

大阪大学大学院法学研究科博士後期
課程単位修得退学。博士（法学）。専
門は国際法学。2017年より現職。

基盤教育群講師　仲宗根　卓

コラム「行き当たりばったり」㊦

災い転じて福となす？

c o l u m n

▲宮城の地酒を沖縄のやちむん（焼物）で楽しむ。

宮
城
大
学
で
は
、
2
0
1
7
年
度
よ
り
1
年
次
前
期
に
全
学

群
必
修
科
目「
地
域
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」を
開
講
し
て
い
ま

す
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ア
の
基
幹
科
目
と
し
て
、
地
域
に
関

す
る
知
識
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
手
法
の
習
得
だ
け
で
な
く
、

地
域
社
会
の
将
来
に
対
す
る
使
命
感
を
涵
養
し
、
大
学
で
の
主

体
的
な
学
び
に
向
け
た
動
機
づ
け
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

講
義
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
は
じ

め
と
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
手
法
を
主
体
と
し
て

座
学
を
中
心
に
学
び
つ
つ
、
地
域
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
等
に

触
れ
な
が
ら
、
自
ら
が
生
き
る
地
域
社
会
へ
の
気
づ
き
を
得
る

機
会
と
し
て
い
ま
す
。
例
年
、
約
4
5
0
名
の
学
生
が
講
義
を

履
修
す
る
こ
と
か
ら
、
各
学
群
の
教
員
29
名
・
復
興
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
室
・
大
学
事
務
局
が
運
営
に
携
わ
り
、
大
学

全
体
で
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
も
本
講
義
の
大
き
な
特

徴
の
一
つ
で
す
。

2
0
2
0
年
度
は
、
5
月
13
日
・
5
月
27
日
・
6
月
3
日
・
6

月
17
日
・
7
月
1
日
・
7
月

15
日
・
7
月
29
日
の
計
7
回
・

集
中
講
義
形
式
で
講
義
を
行

い
、
大
崎
市（
田
尻
地
域
）・

女
川
町
・
亘
理
町
の
3
市
町

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
看
護
学

群
・
事
業
構
想
学
群
・
食
産

業
学
群
の
学
生
4
4
4
名
が

履
修
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
か
ら
講
義
の
実
施

方
法
を
大
幅
に
見
直
し
、
全

日
程
で
遠
隔
会
議
シ
ス
テ
ム

（
Z
o
o
m
）を
活
用
し
た
遠

隔
講
義
と
し
ま
し
た
。
例
年

実
施
し
て
い
る
現
地
調
査
の
代
替
と
し
て
、
新
た
に
制
作
し
た
教

材
動
画
の
視
聴
や
自
治
体
職
員
の
方
々
と
の
中
継
に
よ
る
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
ほ
か
、Z
o
o
m
の
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー

ム
機
能
を
活
用
し
た
学
生
同
士
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、

学
生
各
自
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
か
ら
地
域
を
捉
え
、
基
礎
的
な
調

査
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
講
義
の
総
括
と
し
て
、
テ
ー
マ
設
定
の

背
景
・
目
的
・
調
査
結
果
・
分
析
等
を
ま
と
め
た「
地
域
調
査
の
ま

と
め
」を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
作
成
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

加
え
て
、
講
義
終
了
後
の
10
月
31
日
に
は
、
感
染
症
予
防
策

を
講
じ
た
う
え
で
、
希
望
者
の
み
に
よ
る
課
外
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
も
実
施
し
ま
し
た
。
大
崎
市（
田
尻
地
域
）で
は
、
大
崎

市
田
尻
総
合
支
所
で
公
開
さ
れ
た
ば
か
り
の
国
指
定
重
要
文
化

財「
木
像
千
手
観
音
坐
像
」、
加
護
坊
山
自
然
公
園
、
田
尻
駅
前

商
店
会
や
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牧
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。
地
域
の
事
業

者
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
で
、
自
然
や
歴
史
な
ど
田
尻
地
域

の
資
源
の
豊
か
さ
を
体
感
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
活
か
し

た
地
域
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
に
つ
い
て
知
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
女
川
町
で
は
、
商
業
施
設
が
立
ち
並
ぶ
シ
ー
パ
ル
ピ
ア

女
川
・
地
元
市
場
ハ
マ
テ
ラ
ス
を
中
心
と
し
た
女
川
駅
前
の
散

策
や
、
震
災
遺
構
で
あ
る
旧
女
川
交
番
の
見
学
を
通
し
て
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
プ
ロ
セ
ス
や
、
ま
ち
の
再
生
に
込
め

ら
れ
た
思
い
に
触
れ
、
災
害
復
興
と
そ
の
先
の
ま
ち
づ
く
り
の

展
望
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
亘
理
町
で
は
、
震

災
語
り
部
の
会「
ワ
ッ
タ
リ
」か
ら
震
災
時
の
状
況
の
説
明
を
受

け
た
後
に
、
復
興
の
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。
ま
た
2
0
2
0

年
7
月
に
運
用
開
始
し
た
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル「
ワ
チ
ャ
リ
」に
乗

り
、
秋
の
亘
理
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、
車
で
は
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
隠
れ
ス
ポ
ッ
ト
を
回
遊
す
る
な
ど
、
座
学
で
は
知
り
得

な
か
っ
た
新
た
な
地
域
資
源
と
亘
理
の
人
々
の
温
か
さ
に
触

れ
、
そ
の
魅
力
を
現
地
で
再
発
見
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
と
の
触
れ
合
い
か
ら
得
ら
れ
る
学
び
や
気
づ
き
に
重
き

を
置
き
、
加
え
て
、
高
年
次
で
よ
り
密
接
に
地
域
と
関
わ
る
土

台
づ
く
り
の
機
会
と
し
て
も
、
本
講
義
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
宮
城
大
学
の
特
徴
的
な
科
目
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

科
目
担
当
教
員
代
表 

事
業
構
想
学
群 

教
授　

郷
古 

雅
春

復
興
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
室

1
年
次
全
学
群
必
修
基
盤
教
育
科
目

 「
地
域
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

― 

地
域
と
の
連
携
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
講

▲講義の様子（チャット機能を活用した自治体の方との質疑・ディスカッション／新たに制作した教材動画による学習）▲課外フィールドワークの様子（大崎市田尻：左／女川町：中央／亘理町：右）

健康支援室からのメッセージ 

健康支援室（保健室・学生相談室）では安心して充実した学生生活を送れるよう学生の健康をサポートして
います。今年度は新型コロナの感染拡大により、私たちは心と体に大きな影響を受けました。感染が明らか
になった学生や教職員は、幸いどなたも深刻な事態に至らず回復されていますが、その他のみなさんも感染
に常に気を張り不安を感じたり、生活環境の大きな変化により不眠や抑うつ気分、やる気が出ない等の不調
が出てきたり、ストレスを抱えながら過ごしてきました。 

キャンパスライフでも様々な変化が起こっています。例えば、感染リスクが高い昼食時は十分な距離を取
り会話は控え、お喋りしたい時には広いスペースで必ずマスクをするよう学生にお願いしてきました。しか
し本来、友人との語らいは学生生活の大きな楽しみであり、自己理解や成長の機会でもあります。密を避け
ることで気持ちの交流が減り、孤立感が高まった側面もあると思います。 

春休みも従来、多くの出会いや社会経験をする機会ですが、今はリアルな交流の機会が減っています。そ
のことで思い通りに行動できない苛立ちや孤独感を抱くこともあるかもしれません。どうぞ長期化している
ストレスへの対処に十分な心身の休養と何気ない会話を楽しむ時間を持ってください。 

保健室・学生相談室は春休み中も感染対策をして相談を受付けています。心配なことがありましたらお気
軽にご相談ください。また、春休み中に学生がコロナに感染した、あるいは感染者と濃厚接触した疑いがあ
る場合は、学生支援グループにご一報ください。新学期に向けて体調管理に留意し、発熱等の風邪症状があ
る場合は早めにかかりつけの医療機関に相談・受診をしてくださいますようお願いいたします。

健康支援室　kenkou@myu.ac.jp
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　早いもので年度末の３月になりました。新型コロナウイルス感染症の影響で、考え方や行動が変化した 1 年でした。
　今は、森に包まれたようなキャンパスから芽吹き始める木々を眺め、心穏やかに春を迎えようと思うのです。　　　　  （Yu）

編集後記

　長年水田の研究をしていますが，この季節になると，せり
とせり田んぼ，そしてせり農家さんとの出会いが頭に浮かん
できます。きっかけは「せり鍋」です。私が初めてせり鍋を
食べたのは名掛丁センター街の某居酒屋さんで，当時せり
鍋を出していたのはこの店だけでした。ここでは「せりしゃ
ぶ」と呼びます。私は仙台育ちなのでせりは子どもの頃か
らなじみのある食材ですが，根っこは食べたことがなく，初
めて見る大きな根っこにはびっくりしました。出汁のきいた
汁に旬のせりをしゃぶしゃぶして食べる。おいしいに決まっ
ています。店にはせり農家さんを紹介するフライヤーが貼っ
ていました。私はそれを見ていつか三浦さんという農家に
会ってみたいと思いました。そして数年後，訪ねる機会を得
たのです。
　名取の農家，三浦さんが教えてくれたことは初めて知る
ことばかりでした。せりは種が小さいので種子繁殖ではな
く，発根と発芽を促進させた地下茎による栄養繁殖である
こと。灌漑には地下100mからくみ上げた地下水を使ってい
ること。地下水の水温は年中15℃くらいで，これをかけ流す
ことによって冬のせり田んぼの水温を10℃以上に保って良
質なせりを育んでいること。仙台ではせりの根っこを食べ
る習慣がなく，捨てられているので店の親方と根っこを味
わえるせりしゃぶというメニューを考えたということなど。せ
り田んぼはかけ流し式の古い水田で収穫は手作業。昭和
にタイムスリップしたような光景なのですが，よく見るとそこ
には高度な灌漑技術があるのです。
　多くの人々の工夫により多様なせり鍋が生まれ，全国に
広がっています。最近は仙台の老舗企業が銅製のせり鍋

専用鍋の製造も始めました。こ
うした一連の流れをみると，文
化とは競争しながらも分かち合
うことによって熟成されてゆく
ものなのだと感じます。

教員からの一言

せりとせり田んぼに魅せられて
事業構想学群准教授　千葉 克己

◀ せり田んぼは意外と温かい。この水温管理が
良質なせりを育みます。

後援会からのお知らせ

　令和３年度後援会総会を開催いたします。議題は、令和２年度事業
報告・決算報告、令和３年度事業計画・予算案などです。会員の皆さま
はご出席くださいますようご案内いたします。（※駐車場は大学構内にございま
す。詳しくは総会案内文をご覧ください）

●日時：令和３年４月18日（日）
　　　 13 時 00 分～ 13 時 45 分（予定）
●場所：宮城大学大和キャンパス　講堂

　後援会では令和３年度事業に向けた準備を進めています。学生・大学・
会員のために後援会運営に携わってくださる方を募集しています。現 1 年
生～３年生の保護者・保証人の方で、ご興味のある方は後援会事務局ま
でご連絡ください。

後援会事務局　☎ 022（377）8381　kouenkai@myu.ac.jp　

　後援会では保護者・保証人の方々が、学生の卒業後も宮城大学を支
援する終身会員制度を設けています。卒業生の保護者・保証人の皆さま
の希望によりご加入いただくものですが、これまで多くの方 に々入会いただ
き、大学の精神的な支えとなっています。会員の方には年２回発行の会報、
及び主催事業の案内等を２０年間送付いたします。
　新型コロナウイルス感染症の対策を施し、感染リスクから学生を守り教育
活動を続け、そして自主自律の運営を目指している宮城大学に、後援会で
は更なる充実した支援で、物心両面から支えてまいりたいと考えております。
　今年度卒業を予定されている保護者・保証人の皆さまには、改めてご
案内いたしますが、何卒、制度の趣旨をご理解いただき、多くの方にご賛
同いただきますようお願いいたします。

　令和２年度の終身会員の集いは、新型コロナウイルス感染防止のため
中止といたしました。

　令和３年１０月３１日（日）有森裕子氏講演会
「夢はかなう～あきらめない心をもって～」を開催
いたします。申込方法等につきましては改めてご
案内いたします。

令和３年度　後援会総会のご案内

後援会役員の募集

後援会終身会員制度のご案内

「終身会員の集い」中止のお知らせ

令和３年度主催事業「講演会」

新型コロナウイルスの感染状況によっては、日時などを変更することもございます。
大学ウェブサイトで最新情報をご確認ください。

　令和２年度宮城大学卒業証書・学位記授与式は、新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大防止の観点から、午前・午後に分け規模
を縮小し、時間を短縮するなど簡略化した形で、卒業生・修了生
及び教職員のみで行います。
　ご家族の皆様はご臨席いただけませんが、当日の式典の様子を
インターネット配信する予定です。詳細は、卒業生・修了生宛に
学内メールにてお知らせいたします。
　なお、今後の動向によってさらに実施方法等を変更することが 
あります。

●日時：令和３年３月 19 日（金）
●場所：宮城大学大和キャンパス講堂

大学からのお知らせ

令和２年度　宮城大学卒業証書・学位記授与式について 開催日程

午前/午後 対象 スケジュール

＜午前の部＞ 事業構想学群（部）
及び事業構想学研究科

09時00分　受付開始
10時00分　式典
11時00分　ミニ式典

＜午後の部＞ 看護学群（部）・食産業学群（部）
及び看護学研究科・食産業学研究科

12時30分　受付開始
13時30分　式典
14時30分　ミニ式典

スチューデントサービスセンター　
事務局学務課学生支援グループ　☎ 022（377）8213


